
伊賀市　事務事業事前評価シート 新規・経常的事務事業

コード 名               称
担当部課名 地域包括支援センター

事 業 名 2012 介護予防ケアマネジメント事業
作成者氏名 　　増　永　由　美

基本施策 6 高齢者の健やかな生活を支える
連   絡   先 ２６－１５２１

事業の計画・内容

事
業
の
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか）
当市に居住する特定高齢者 特定高齢者が要介護状態等となることを予防するため、その心身の状況、

環境状況に応じて、対象者自らの選択に基づき、適切な事業が包括的か
つ効率的に実施されるよう必要な援助を行う。

本
年
度
事
業
内
容

（事業の内容）　ア、課題分析（アセスメント）　　イ、目標の設定　　ウ、介護予防ケアプランの作成　　エ、モニタリングの実施　　オ、評価

開始年度 平成 18 年度 終了年度 平成 年度 根拠法令・要綱等 地域支援事業実施要綱

投入資源 活動指標
H18 H19 H20

活動指標 単位
目標値

①投入人員 正規職員 （人） 1.3 1.3 1.3 平成 18 年度

アセスメント（対象者） 人 518

人件費合計（A） 9,360 9,360 9,360

②支出内訳 事業費（B) 5,040 5,040 5,040
目標設定（利用者数） 人 １５５/５１８（千円） 委託料

ケアプランの作成 人 １５５/５１８その他 5,040 5,040 5,040

合計（A+B) 14,400 14,400 14,400

③財源内訳 特定財源 国県支出金 8,748 8,748 8,748
モニタリングの実施 人 １５５/５１８（千円） 地方債

受益者負担
その他特財 2,736 2,736 2,736

評価 人 １５５/５１８一般財源 2,916 2,916 2,916
上記①～③に関する特記事項

評価指標
事業の目的の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位 H19目標値

アセスメント（対象者５１８人） 高齢者人口の２％を対象者人数として指標としました。 人 518

目標設定（利用者１５５人） 対象者に対して利用者数の割合（３割） 人 １５５/５１８

評
　
　
　
　
　
　
　
価

必要性 4 一人ひとりの生きがいや自己実現のための取組みを支援し、活動的で生きがいのある生活や人生を送ることができる。

有効性 4 個別の介護予防ケアプランを作成し、適切な事業を包括的かつ効率的に実施する。

効率性 4 介護予防ケアマネジメント業務により、個々の対象者の心身の状況、その置かれている環境がわかる。

総合評価

A
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